
 

 

令和元年１２月２０日 

 

「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文化遺産推薦に係る 

推薦書のユネスコへの提出について 

 

 

 

 
 

 

 

【参考】今後の予定 

令和２年２月１日まで  ユネスコ世界遺産センターへ推薦書提出 

９月頃     イコモス（※）による現地調査 

令和３年５月頃     イコモスによる評価結果の勧告 

夏       第４５回世界遺産委員会において審議 

 

 （※）国際記念物遺跡会議（イコモス）：ユネスコ世界遺産委員会の諮問機関 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

＜担当＞ 文化庁文化資源活用課文化遺産国際協力室 

    電話：03-5253-4111（代表） （内線2877） 

 

 本日の閣議において，「北海道・北東北の縄文遺跡群」の推薦書をユネスコへ提出す

ることが了解されましたので，お知らせします。 



「北海道・北東北の縄文遺跡群」について

１

「北海道・北東北の縄文遺跡群」は、１７の考古遺跡で構成される。
北東アジアにおいて長期間継続した採集・漁労・狩猟による定住の開始、発展、

成熟の過程及び精神文化の発達をよく示しており、農耕以前における人類の生活
の在り方と、精緻で複雑な精神文化を顕著に示す物証である。

三内丸山遺跡 御所野遺跡 大湯環状列石キウス周堤墓群

２００９年 暫定一覧表記載
２０１９年 ７月３０日 文化審議会において、２０１９年度推薦候補に選定
２０１９年 ９月２３日 ユネスコ世界遺産センターへ暫定版推薦書を提出
２０２０年 ２月 １日まで 正式版推薦書を提出（文化審議会、世界遺産条約関係省

庁連絡会議(外務省)、閣議了解を経て提出）
２０２０年 夏～冬頃 イコモスによる審査（書類審査と現地調査）
２０２１年 ５月頃 イコモス勧告（世界遺産委員会の６週間前まで）
２０２１年 ６～７月頃 ユネスコ世界遺産委員会における審議・決議

○イコモスが評価を行い、以下の４つの区分で世界遺産委員会へ勧告
○イコモスの勧告を踏まえ、最終的に世界遺産委員会において決定
①記 載：世界遺産一覧表に記載する。
②情報照会：追加情報の提出を求めた上で次回以降の審議に回す。

３年以内に追加情報の提出を行った後、現地調査手続きを除くイコモスの審査
を受ける。

③記載延期：より綿密な調査や推薦書の本質的な改定が必要。推薦書を再提出した後、
新規案件と同様の手続きを受ける。

④不 記 載：記載にふさわしくないもの、例外的な場合を除き再推薦は不可。

〇北海道

垣ノ島遺跡、北黄金貝塚、大船遺跡、

入江貝塚、高砂貝塚、キウス周堤墓群

〇青森県

大平山元遺跡、田小屋野貝塚、三内丸山遺跡、

二ツ森貝塚、小牧野遺跡、大森勝山遺跡、

亀ヶ岡石器時代遺跡、是川石器時代遺跡

〇岩手県

御所野遺跡

〇秋田県

伊勢堂岱遺跡、大湯環状列石

かき の しま い せき きた こ が ね かいづか おおふね い せき

いり え かいづか たかさごかいづか しゅう てい ぼ ぐん

おおだいやまもと い せき た ご や の かいづか さんないまるやま い せき

ふた つ もりかいづか こ まき の い せき おお もりかつやま い せき

かめ が おか せっき じ だ い い せき これかわ せ っ き じ だい い せき

ご し ょ の い せき

い せ どうたい い せき おお ゆ かんじょうれっせき


